
               

 

 

 

 

 

（独立行政法人教職員支援機構委嘱事業） 

 

教員の資質向上のための研修プログラム開発支援事業 

 

 

実 施 報 告 書 
 

 

プログラム名 

 

 

小・中・高を一貫する系統的な教育課程の編成と教育実践に向けた教員 

のカリキュラム・マネジメント能力育成のための研修プログラムの開発 

 

 

 

 

プログラム 

の特徴 

 

 

これまでに開発した「地域素材の教材開発研修プログラム」や「初任者研修 

からミドルリーダー研修までの一貫研修プログラム」等を発展させ、新学習指導

要領実施に向けて有効に機能する研修プログラムの開発を試みた。 

新学習指導要領の内容構成と実施に向けたカリキュラム・マネジメントの必要 

性の十分な理解を図る研修を開設し実証した。 

キャリアステージに応じた研修計画、「私の研修」(研修履歴)の活用方法を 

見直し、それらに関連する研修講座の個票、研修講座検索システムを開発した。 

授業力向上に対する校内研修や自己研修を行うことができるように、研修用 

ビデオ教材を作成した。 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

 

機関名 長野市教育委員会  連携先 国立大学法人信州大学 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

プログラムの全体概要 

目的，到達目標 

を意識して研修 

にのぞむ。 

 

キーワードやキャリア 

ステージ等から自分に 

必要な講座を探し，講 

座情報を確認する。 

 

講座の目標に基づいて 

自己評価をして，研修

での学びを振り返る。 

キャリアステージに沿った研修講座を構築する。 

過去 5年間に受けた研修を振り返り，

自分の立ち位置を確認する。 

研修を振り

返り，研修 

記録にまと

める。 

キャリアステージに応じた研修体系 

受講者によるｱﾝｹｰﾄ 

から，成果と課題を 

分析し，次の講座構 

築につなげる。 

 

入力データを取り込み

｢私の研修ナビ｣に反映

させる。 
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講座構築 

研修講座受講 研修講座情報閲覧 

「私の研修」の活用 

研修講座アンケート ｢私の研修ナビ｣の活用 

研修用ビデオ教材を活用する校内研修 
校内研修を通して，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し， 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 

 



Ⅰ 開発の目的・方法・組織   

１．開発目的 

新学習指導要領に向けて中教審の答申では、幼・小・中・高を一貫した教育内容の系統性が重

視され、あわせて教育課程を編成するための教師の資質能力としてカリキュラム・マネジメント

の重要性が示された。しかし、近年の学校現場では、少子高齢化にともなう学校の小規模化や教

員の年齢構成の片寄りがあり、本来日常業務の中でＯＪＴ型研修として充実すべき「カリキュラ

ム・マネジメント能力の向上」も難しい状況が見られる。 

そこで、本プログラム開発では、これまで長野市教育委員会と信州大学との連携で開発・実践

している、採用時から一貫した教員研修プログラムをベースに、新学習指導要領に対応するため、

「小・中・高を一貫する教育課程の実施に向けた、教員のカリキュラム・マネジメント能力育成

のための研修プログラム」の開発を目的とした。 

 

２．開発の方法 

長野市教育委員会は、信州大学と連携し、教員研修プログラム開発研究会を設置し、以下の開

発を行う。 

(1) 長野市がこれまでに実施してきた研修を活かしながら、本プログラム開発の目的である小・

中・高を一貫する教育課程の実施に向けた教員のカリキュラム・マネジメント能力育成のため

に研修内容を検討・実施し、検証を行う。研修内容は、講義中心の研修にならないように、各

学校の取り組み及び自らの研究や実践の情報を交換したり、討議したりして、互いの教育実践

の共有化を図ることができる研修にする。また、研修成果の検証は、受講者によるアンケート

調査を行い、講座担当者が成果、課題について分析を行う。 

(2) 教員一人一人が自らのキャリアアップを図る視点から、本年度より使用しているキャリアス

テージに応じた研修計画、「私の研修」（研修履歴）の活用方法、研修講座の個票、研修講座の

目的と到達目標の見直しと研修講座検索システムを開発する。 

(3) 長野市教育センター教育研究委員会の公開研究授業をもとに力量向上に対する校内研修や

自己研修ができるように、研修用ビデオ教材を作成する。 

 

３．開発組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市 
教育委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共同研究 国立大学法人 
信州大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定例研究会 
指導主事等と大学教授等による毎月1回程度の研究会を実施 

研究及び作成作業 
必要の都度，共同又は個別に作業を実施 

連絡調整 
事務局による日程調整や進捗状況の管理 
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No 所属・職名 氏 名 担当・役割 備 考 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８

９ 

10

11

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

長野市教育長 

長野市教育委員会教育次長 

長野市教育委員会学校教育課長 

長野市教育センター所長 

長野市教育センター所長補佐 

長野市教育センター主任指導主事 

長野市教育センター指導主事 

長野市教育センター指導主事 

長野市教育センター指導主事 

長野市教育センター指導主事 

長野市教育センター指導主事 

長野市教育委員会主任指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

長野市教育委員会指導主事 

信州大学教授 

信州大学准教授 

信州大学准教授 

近藤  守 

熊谷 久仁彦 

上石 秀明 

石塚 弘登 

長谷川 浩一 

今井 睦俊 

上原 伸 

高木 淳 

木村 公男 

大上 みどり 

中澤 康匡 

唐木 英俊 

小山 勲 

佐々木 秀 

大日方 正壽 

直江 将志 

片山 ますみ 

山戸 俊彦 

伊藤 幸信 

小山 茂喜 

谷塚 光典 

荒井 英治郎 

主申請機関代表 

所管教育機関との調整 

教育委員会事務局の調整 

研究: 連携調整・カリキュラム開発 

主申請機関担当者：庶務・調整 

研究:カリキュラム開発 

研究:連携調整・カリキュラム開発 

研究:カリキュラム開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

研究:カリキュラム開発・研修教材開発 

 

 

 

事務局 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育方法 

教師教育 

教育行政学 

 

Ⅱ 開発の実際とその成果 

 

１．カリキュラム・マネジメント能力育成を目的とした研修について 

平成28年度までの研究成果を活用し、さらに発展深化したプログラムを開発する。これまでに

開発した「地域素材の教材開発研修プログラム」や「初任者研修からミドルリーダー研修までの

一貫研修プログラム」等を発展させ、新学習指導要領に向けて有効に機能する研修プログラムの

開発を目指す。具体的には、平成29年度に下記の講座を開設し、実証した。 

  (ｱ)講義・演習「学力格差を克服するために」 

  (ｲ)講義・演習「中堅教員に求められる資質と能力」  

  (ｳ)講義・演習「次期学習指導要領の理念と実践」 

  (ｴ)講義・演習「校長マネジメント研修」 

  (ｵ)参観・講義・実習「信じて、任せて育てる保育の実際」  

  (ｶ)参観・講義・演習「中高一貫教育の理念」 

  (ｷ)講義・演習「キャリア教育の一層の充実を求めて」 
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［平成 29 年度 カリキュラム・マネジメント能力育成・向上を目的とした研修講座一覧］ 

講座名 時数 目 的 研修の概要 講師 

学力格差を克

服するために 

160分 社会学の視点から学力格差の背景を

学び、演習を通して、学力格差を解

消させて学力を向上させている学校

の取り組みを参考に、カリキュラム

・マネジメントの視点で自校の学力

格差解消と学力向上の方策を考え

る。 

○「社会学的視点から考える学力格差と

効果的な指導をしている学校の７つの

特徴」の講義 

 

○各校の学力向上に向けた年間計画に基

づいた情報交換 

大
学
教
員 

市
教
委
指
導
主
事 

中堅教員に求

められる資質

と能力 

160 

分 
校内で授業力を向上するために授業

研究を実施する際に、教科の系統性

や単元展開や単元の配列、さらには、

学年間や小学校・中学校・高校間の

教科の系統性と学習内容のつながり

等を意識した教材研究のあり方、授

業設計、授業研究のあり方について

演習を通して学ぶ。 

○非違行為根絶のための研修 

 

○「新学習指導要領の方向性」と「主体

的・対話的で深い学び」の講義 

 

○校内研究や校内研修等における中堅教

員の役割についてのパネルディスカッ

ション 

市
教
委
指
導
主
事 

次期学習指導

要領の理念と

実践 

160 

分 
次期学習指導要領の理念を学ぶとと

もに演習を通して、次期学習指導要

領の理念を実現するために、受講者

自身の学校の教育課程を見据えて教

育目標達成のために教育内容をどう

配列したらよいか考え、カリキュラ

ム・マネジメント力を向上させる。 

○「現在の教育事情と次期学習指導要領

の理念、主体的・対話的で深い学びの

実現の講義 国
立
政
策
研
究
所 

総
括
研
究
官 

校長マネジメ

ント研修 

160 

分 
「コミュニティー・スクール」の理

念を学び、小学校と中学校のカリキ

ュラムの系統性や関連を理解すると

ともに、小学校と中学校の関係の中

で、演習を通して、自校のカリキュ

ラムの課題と改善点を把握する。 

○｢長野市教育の方向と課題｣についての

講話 

○「学校の信頼回復のための校長の役割」

の熟議 

○「非違行為根絶・信頼回復 スクールコ

ンプライアンス」の講義 

 

長
野
市
教
育
長 

大
学
教
員 

信じて、任せ

て育てる保育

の実際 

160 

分 
保育の理念・実践を体験的に学び、

保育と小学校や中学校の教育実践の

あり方やカリキュラムが発達段階を

どのようにとらえ、どのように脈絡

づけられ、関連づけられているかを

把握する。 

○園内見学、保育参観及び実習 

 

○「幼児期に育てたい生活力」の講話 

 

 

保
育
園
園
長 

中高一貫教育

の理念 

160 

分 
併設型中高一貫教育校である「長野

市立長野中学校」と「長野市立長野

高校」のカリキュラムを学び、中学

校と高校のカリキュラムがどのよう

に関連し、系統づけられているかを

理解する。 

○市立長野中高の授業参観 

 

○「市立長野中高にける６年間の教育課

程」の講義 

 

○授業を参観しての意見交換 

市
立
中
高
校
教
諭 

市
教
委
指
導
主
事 

キャリア教育

の一層の充実

を求めて 

160 

分 
受講者同士の「自校のキャリア教育

の実践状況と課題」を発表し合い、

自校のキャリア教育のこれからの改

善点と方向性を考える。キャリア教

育の視点から見た小学校と中学校の

関連や系統性について理解を深める 

○ 新学習指導要領におけるキャリア教

育の方向性を含めたキャリア教育の推進

に関する最新の動向と具体例についての

講義 

 

○自校のキャリア教育全体計画をもとに

して、キャリア教育の現状についての意

見交換 

国
立
政
策
研
究
所 

総
括
研
究
官 
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［資料］研修講座の反省  

平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  学力・体力の向上を図る研修 講座番号 8192 受講者数 79 名 

講座名 学力格差を克服するために 

講師氏名 大学教授・指導主事 連絡先 
 

 

実施期日 2017/05/08     

担当室  研修・研究担当 

担当者  主任指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 
【アンケート結果】 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
１ 研修講座の概要 
(1) 講義 「社会学的な視点から考える学力格差と、効果的な指導をしている学校の７つの特徴」 
講師 大学教授  

(2) 演習・情報交換 「各校の年間計画に基づいた情報交換」指導主事 
 
２ 受講者の感想より 
(1) ＳＥＳと学力の関係に驚きをもって確認。学校教育でこそ SES との相関を克服していきたい。 
  ・ある種の同感と驚きをもって捉え直すことができた。学校教育でできることを解説していただいたので、
すでに取り組んでいる内容ではありますが、これからも教員の気概をもって継続していきたい。 
  ・子どもの学力がSESで定まってしまうという知見にはショックでした。学校教育の質を高める努力をどこま
でエネルギッシュに求め実践していくか、改めて考えさせられました。 
  ・学校教育が子どもたちを見捨てないことが重要に思いました。高い成果を上げている学校の例を参考
に本校としてもできることに挑戦していきたい。  
  ・「学校で救える児童がいるはず」と、クラスの子どもたちの姿が浮かんできました。 
(2) 時間がもっとほしかったが、グループでの情報交換が有意義だった。 
  ・学校間の動向を共通理解することができ、今後の自校の参考になり、有意義でした。 
  ・時間が短い中でしたが、大変参考になりました。特に家庭学習のあり方については本校の課題である
ので、各校の取り組みを学校に戻って伝え、改善に努めて生きたいと思います。 
  ・めあて、まとめのある「自学ノート」（N 小と同じ方法）が N 中でも続けられていて、子どもたちが力を発揮
していると知り、嬉しく思いました。 
(3) 研修後の学校での報告伝達等についても、前向きな意見が見られた。 
  ・SES の低い子どものためにも、伝達等行い、一人一人の学力の底上げを少しでもできるようにしたい。 
・学校全体でリズムに乗せるように、研修報告ではなく、取り組み方を提案して体制を作っていきたい。 
 
３ その他 
  ・昨年度との比較から、本講座の講師や資料について再考を求める意見もあった。実際に研究主任が多 
いと思われるので、何人は昨年と同じ受講者だったことが考えられる。来年度は講座内容を再考してい
くことも考えたい。 
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平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  中堅教諭等資質向上研修 講座番号 2421 受講者数 23 名 

講座名 中堅教員に求められる資質能力 

講師氏名 指導主事 連絡先 
 

 

実施期日 2017/05/19     

担当室  研修・研究担当 

担当者  指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 
【考察】 
１ 研修講座の概要 
(1) 講義「非違行為根絶のための研修」講師 警察署生活安全課長 
(2) 講義「中堅教員に求められる資質能力」指導主事 
(3) パネルディスカッション「長野市の課題を校内研究につなげるために」 
 
２ 受講者の感想より 
(1) 非違行為根絶に向けて 
・非違行為の要因について、異性関係、お金、お酒、いずれも私たちの身近にあるもので、自分も家族も 
注意していかなければと改めて感じました。また、コンビニの駐車方法１つでも、事故に巻き込まれない 
ようにするために、自分で気をつけていく必要があるのだと分かったので実践しようと思います。 
・非違行為の研修を受ける度に、自分には関係ないという気持ちがあることを実感してしまう。しかし、そう 
いう気の緩みが取り返しのつかないことにつながってしまうのだと思います。非違行為の研修を今、必要 
に迫られて各校で取り組んでいると思います。研修ではなく、日常生活の振り返りが人間関係を深める 
機会と捉えていきたいと思います。 
(2) 新学習指導要領の方向性」と「主体的・対話的で深い学び」について 
 ・答えのない時代を生き抜いていく子どもたちに、答えを教え込むような授業をしていては、新しい時代を生き 

る子どもを育てられないと感じた。特に社会科という教科は、生きる力に直結してくので、新学習指導要領で 

  求められる力、方向性をしっかり学んでいきたい。 

 ・自分に足りない視点、授業の考え方等、学ばせていただきました。「主体的に学ぶ」は自己課題にしています

が、今の自分に足りないことだからこそ、難しさが大変大きいです。中堅研を通して、少しでも子どもたちの

ためになる授業にできるように考えていきたいと思いました。 

 ・部分だけに目を向けず、全体に目を向けられるようにしたい。（しかしなかなかできない）授業を構想するに

あたって、教科の系統性や教科間のつながりを自分自身が知ることがまずは大切だと思った。 

 ・横断的に見る。大事にしたいと思いました。私は子どもたちの成長を点ではなく線でとらえる教師でありたい

と思い、幼～高の免許をとりました。けれど、実際には、日々の忙しさを言い訳に点の教育が多くなっていま

す。これを機に、組織でも授業でも広い視点で見る実践をしていきたいです。 

(3) 校内研究や校内研修等における中堅教員の役割についてのパネルディスカッションについて 
 ・同じ中堅研の２人の話しを聞いて、校内での自分の役割やこれまでの自分の働きぶりを振り返りました。もっ

と周りに目を向けて与えられた校務に意欲的に取り組んだり、自分の考えや思いを伝えたりしていかなけれな

らない立場なんどということを思い知らされました。今、自分が変わらなければならない時なんだと思いまし

た。 

 ・年上の先生と話す、教えていただく機会は多いけれど、年下や同年代の先生に対しては、待ちの姿勢という話

はまさに自分だと感じました。年下を育てていく立場という自覚が低かったのですが、立ち位置を自覚して、

年下の先生へ声をかけ、困っていることを知り、力になれるようにしたいと思いました。 
 
３ 反省と次年度への課題 
  ・研修の中に受講者同士で情報交換する時間やパネルディスカッション等により、研修者同士の教育実
践を話し合うことで、中堅の役割や今後の方向、視野を広めていくことなど中堅教員のあり方について
具体的に考えていく機会となった。次年度も継続して研修を進めていく。 
 

－６－ 



 

平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  学力・体力の向上を図る研修 講座番号 4311 受講者数 40 名 

講座名 次期学習指導要領の理念と実践 

講師氏名 国立教育政策研究所総括研究官 連絡先 
 

 

実施期日 2017/06/26     

担当室  研修・研究担当 

担当者  指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】  

 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
１ 研修講座の概要 
講師 国立教育政策研究所 総括研究官   
テーマ 次期学習指導要領の理念と実践 ～主体的･対話的で深い学び～ 

       ・現在の教育事情と次期学習指導要領の理念 
       ・主体的・対話的で深い学びの実現  
 
２ 受講者の感想から 
（１）全体を通して 
  ・様々なキーワードが取り上げられ耳にして調べては見るものの，しっかり理解できていないというのが
現状でした。主体的･対話的で深い学びのある授業をどのようにつくっていけばよいか，どのような姿
が深い学びなのか…一端 が見えてきたように思います。 
・道徳の教科化や外国語活動の増設ということに気持ちが向いており，理念についてはしっかりと学ぶと
いうことをしなかった。今回参加させていただき，全体像が理解できた。 
（２）主体的･対話的で深い学びについて 
・主体的･対話的で深い学びについて，何をもって深い学びというのか，「見方･考え方」が深まりのカギ
になってくることが分かりました。以前は，「アクティブ・ラーニング」をすればよいのか？と方法を探るよ
うなことばかり行ってきましたが，学べる環境が大切であることを教えていただきました。 
（３）カリキュラム・マネジメントについて 
・そもそも「カリキュラム･マネジメント」とは何かがよく分からずに困っていたが，今日の講座で少し分かっ
た気がする。教科の年間指導計画を，年度の終わりにだけ反省するのではなく学期ごとの評価をして
みる提案ができそうだと思っている。福井のようなスクールプランの PDCA サイクルについてももう少し
調べていきたい。 
 
３ 反省と次年度への課題 
・新規講座。「カリキュラム･マネジメント」を理解している受講者は 40 名中 3 名と認知度が低かった。次
期指導要領の実施に向けてさらに理解を広めていくためにも講座の継続が必要である。  
・小3社会の事例を通し，主体的・対話的で深い学びについて理解が深まった。市教育センターの授業 
公開へとつなげ，多くの先生方に広げていきたい。 
 

－７－ 



平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  管理職研修 講座番号 0102 受講者数 78 名 

講座名 校長マネジメント研修 

講師氏名 長野市教育長・大学教授 連絡先 
 

 

実施期日 2017/07/04     

担当室  研修・研究担当 

担当者  主任指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】  
 
 
 
 
 
 
【考察】 
１ 研修講座の概要 

ア 講義 「長野市教育が目指す方向と課題」 長野市教育長 

 イ 熟議 「学校の信頼回復のための校長の役割」 主任指導主事 

 ウ 講義 「学校危機管理とスクール・コンプライアンス」 大学教授 

２ 受講者の感想から 

ア 講義 「長野市教育が目指す方向と課題」 

・一人一人に応じた支援を大事にし，子どもファーストの学校，そしてベテランこそ輝く学校をつくっていき

たい。いかにベテラン教員を生かすか，教職員集団で学び合えるようにするか，などの新しい発想での一歩

を歩み出したい。これまで以上に保護者や地域との連携・協力が欠かせないが，今年度，市教委から事業所

に協力を求めたことは意義のある方向だと思われる。近藤先生のお話から，より一層職員との信頼関係をつ

くるために一人一人との対話を大事にしていきたいと決意した。 

 イ 熟議 「学校の信頼回復のための校長の役割」      

 ・各学校の信頼回復のための取組が分かって大変参考になった。校長として取り組むアクションプランが中心に

話し合われ，無理なく職員の合意を得られそうな改善策が見出せた。今すぐ取り入れたい内容も見つかった。

また，自校の課題がさらに焦点化され，とても有意義な時間であった。一人で抱え込むことが多い我々だけに，

今日のような機会は大変ありがたい。 

 ウ 講義 「学校危機管理とスクール・コンプライアンス」   

・本日の講師の先生は現場の先生方と教育現場を愛するスタンスで話してくださり，おかげで責任の重さはも

ちろん感じつつも，校長として，受身でなく意欲的に学校危機管理を推進しようという気持ちをもつことが

できた。生徒を守る，教職員を守るという点は校長としての重要な使命。社会環境の変化をしっかりと認識

し，再度自校が抱えている危機を再点検した上でリスク管理が行えるようにしたい。 

・「法が門を越えて学校の中に入ってきた」そういう時代なのだということを痛感した。実際の裁判事例から

学校としての対処方法について丁寧にご説明いただき，引き出しを増やすことができた。 

・「頑張っている先生方が足元をすくわれないよう，バックアップするのが校長の役割である」という言葉，

しっかり心に刻んで学校経営に当たっていきたい。「外の視点から学校を見る姿勢」の大切さを教えて頂き

ました。 

３ 反省と次年度への課題 

 ・集中豪雨のため緊急早退が合計 12 名（その他の理由で欠席・早退あり）。まさに危機管理をしながらの講座  

だった。学校教育課としっかり連絡を取り合って対応していくことの大切さを学んだ。 

・熟議は好評であったが，坂田先生のご講義にもつながるよう大きなテーマにしたが，状況によってはもっと絞 

った方が鋭角的な話し合いができたと思われる。テーマの設定の仕方を今後に生かしたい。 

－８－ 



平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  連携・一貫・キャリア教育 講座番号 7181 受講者数 8 名 

講座名 「信じて、任せて育てる」保育の実際 

講師氏名 保育園園長 連絡先 
 

 

実施期日 2017/08/07     

担当室  研修・研究担当 

担当者  指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】  
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
１ 研修の概要  園内の案内  保育参観・自習  
            講演 「信じて・任せて育てる」保育の実際 
            講師 保育園園長 
 
２ 受講者の声 
・落ち着いた雰囲気でどのクラスも温かさを感じた。 
・園の雰囲気がとても温かく居心地の良い空気を感じた。 
・静かで落ち着いた雰囲気でゆったりとしていて，子どもたちが安心して活動に取り組んでいると感じた。 
・「次は○○する」「これから○○がある」活動の見通しがきちんと理解できていて，やることが明確になって 
いるからこそ安心していられると感じた。 
・２才児が自分でできることがたくさんあって驚いた。ていねいに教えできると褒めることを，日々大切に積 
み重ねて来ているからこその行動なのだと思った。 
・子どもの発達段階をきちんと学び，見守ることが大切なんだと思った。小学校でも同じだと思うので「うるさ 
い・静かに」と言わなくても子ども自ら学ぶ教室を作って行きたい。「子どもを信じて」 
・幼保小連携が重要視される中でつながりある発達を大切にすること，子どもの成長は時や場のつながり， 
積み重ねによるものということを忘れずにいたい。 
・年長の園児が説明をしっかり聞いて一人一人工夫しながら木にやすりをかけていた。０才児からの積み 
重ねがあるのだと園長先生の話を聞いてわかった。「小学校って楽しい？」と小学校への期待も大きいと 
感じた。 
・子どもたちの姿を認め受け入れて，やりたい・できたいという思いを小学校教育につなげたい。 
・園児１人１人のペースがあり，小学校ではせかしてしまうような所を３人の先生がうまく役割分担してやっ
ていた。 
・親の要望に応え共に実践するという園長先生の話があり，両者が連携できた時に大きい効果が出ると思 
った。 
 
３ 開催時期・日程 良い 
 
４ 来年度への方向 
 参観ではなく，参観・保育として保育士と一緒に子どもに関わってもらったことが良かった。来年も継続し 
たい。 
 

－９－ 



平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分  連携・一貫・キャリア教育 講座番号 8522 受講者数 5 名 

講座名 中高一貫教育の理念－市立長野中高に学ぶ－ 

講師氏名 市立長野高校教頭 連絡先 
 

 

実施期日 2017/09/04     

担当室  研修・研究担当 

担当者  指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
 １ 研修講座の概要 
  ○中学校・高等学校の授業参観（５校時） 
  ○講義「市立長野中学校・長野高等学校における６年間の教育課程」 
  ○協議「中高一貫教育の取組に学ぶ」 
 
 ２ 受講者の感想から 
 ・ねらいたい理念や願いがよくわかりました。私自身の知的好奇心を満たす内容でした。 
・中学校と高校の一貫教育から見えてきたことをお互いによいポイントが見えたということで 
今後の可能性が見えてきたように思います。今まで，別世界というところがあったので，お 
互いに交流，高校の先生が中学に来たり，中学の先生が高校に行くことで，系統的なカリキ 
ュラムを考えるよいきっかけにもなると思いました。   
・授業を参観させていただき，中学生の集中した学習の姿勢に感動しました。時に笑顔がでた 
り，くり返し発表したり，中学生らしくてとてもいいなあと思いました。高校との授業のギ 
ャップに驚きましたが，来年の高１から少しずつ授業も変わり，あと２年，５年，今の中１ 
が高３になる時が楽しみです。 
・子どもたちが自分の進路に向けて努力し，全員が自立した 18 歳となれるよう中高で連携して 
教育活動を進めていきたいと考えました。 
・中高がどう融合していくのか。今後の取組や教育の理念，よい成果，よい面を発信していっ 
てほしい。 
・市立中の特色が見える授業が見学，参観できる日程だとさらによかった。 
 
３ 反省と次年度への課題 
 ・当初は，外部講師の講義を組み入れる予定であったが叶わなかった講座である。講座名から 
難しい講座というイメージを与えたのか，現場の関心が低いのか，受講者が集まらなか 
った。今年度は，市立が実施する年間 22 回の授業公開もあったので，そちらの方が現場とし 
ては参加しやすかったものと考える。 

  来年度，本講座を継続するかどうかを検討する必要がある。継続するとなると，中高の参観 
と併せて，市立長野中・高の教員との懇談を入れたり，来年度開園の皐月かがやきこども園 
（仮称）も含めた幼保小中高の連携についての講座にしたりしていくことも考えられる。  

－10－ 



平成 29 年度 研修講座の反省  

研修区分 連携・一貫・キャリア教育 講座番号 8531 受講者数 32 名 

講座名 キャリア教育の一層の充実を求めて 

講師氏名 国立教育政策研究所総括研究官 連絡先 
 

 

実施期日 2017/11/06     

担当室  研修・研究担当 

担当者  指導主事 

 

講座の反省と次年度への課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
 １ 研修講座の概要 
   ○キャリア教育の現状と課題についての講義と演習 
     新学習指導要領におけるキャリア教育の方向性。キャリア教育に関する最新の動向と具体的な実践例 
  ○小・中学校別のグループでの情報交換（持ち寄った各校の「キャリア教育全体計画」をもとに） 
 
 ２ 受講者の感想から 
  ・キャリア教育と聞いても，私はもともと「全ての活動がキャリア教育と言えるのではないか」と 
いうスタンスに経っていました。ただ，今日のお話を聞いて，確かに様々な日常的な活動がキャ 
リア教育につながるのだけれど，ただやりっぱなしではだめで，教師としてそれらの活動をキャ 
リア教育とつなげる意識をもって，キャリア教育の視点で声がけや指導，振り返りを行うことが 
大切だということを学びました。 

  ・「キャリア教育＝中学の職業体験」ではないということがよくわかりました。小学校においては， 
発達段階に合わせて将来や仕事につながる力，社会で使える力を学習指導の中で基礎的・汎用的 
能力に照らしてつけていくということを考えたいと思います。 

  ・キャリア教育の目標設定の方法，内容について具体例や演習を通してわかりやすく楽しく教えて 
いただきました。まだまだお聞きしたいと思う意味深い講義でした。「○○先生への手紙」の実 
践例は，さっそく自校に帰って若い先生方に紹介したいと思いました。 

  ・具体的な話を聞いたり，自分でも考えたりすることができて勉強になりました。日頃実践してい 
ることも，見方を変え，目標を考えることでキャリア教育になるというのも目からうろこでした。 

  ・グループに分かれて意見交換できたことはありがたいです。今後，本校で係会を行う際の大事な 
資料として参考にさせていただきます。 

 
 ３ 反省と次年度への課題 
  長野市のすべての小中学校において「キャリア教育全体計画」は作成されているが，発達段階に 
応じたキャリア教育の在り方，教科横断，学年・校種横断の具体についてはまだまだ手探りの状態 
である。講師の先生から，キャリア教育をいかに日常的に行っている教育活動の中に位置付けるか 
ということについて具体的な実践をもとにお話しいただいたことは大変よかった。来年度以降は，
キャリア教育の講座を１つにし，内容に，藤澤氏の「企業からの視点でのキャリア教育」と，キ
ャリア教育研究委員会の実践発表を入れていく方向で考えたい。  

－11－ 



２．研修講座構築システムの開発 

中核市である本市は、県費教職員研修を実施している。 

研修講座の構築においてはこれまで、前年度の講座名、講師、内容、時期などを参考にしなが

ら行ってきたが、本委託事業によってこれまでに開発してきた本市の教職員研修体系に即し、そ

れを十分に生かす体制は未整備であった。 

また、受講者数が想定より少ない講座がいくつか見られたが、これは、自己のキャリアアップ

を計画的に図る視点に弱さがあったり、受講者（教師）が講座情報の詳細を事前に確認する手段

が少なく、講座の趣旨が個々の教職員に十分に伝わっていないことなどが原因の一端と考えられ

た。 

このような問題を解決するため、講座構築の段階、受講者の講座選択、受講後の評価の各段階

を個別に（1）から（5）までのとおり研究した。 

なお、本市は、教職員が誰でも利用できるように教育ネットが整備され、教職員用ポータルサ

イトが運営されている。 

 

（1）データベース 

始めに、企画者が研修講座を立案するにあたり、また、受講者が研修講座の詳細を確認する

ために、それぞれどのような情報を必要とするかを洗い出し、定義をしてデータベースを設計

した。 

今回ここでもっとも力を注いだのは、これまで必ずしも明確にしてこなかった「到達目標」

の項目である。しかし、連携する大学のシラバス作成の手引などの資料提供や協力者のアドバ

イスにより、「この講座で受講者が何を学び取らなければならないのか」という「到達目標」

の観点を再認識することができ、講座の他の情報も含めて、個々の受講者が直接確認できるこ

とは、主体的に講座受講計画を立ててキャリアアップを図るためには特に有効であると確認し

た。 

 

番
号 

データ項目名 項目の意味(定義） 

1 講座番号 N22 の一覧表の分類に即した番号。前年度の番号を踏襲する。 

2 講座名 講座名 

3 副題 必要に応じ講座名を補足するもの 

4 講座名  ―副題― 
講座名、副題を合体させて、受講者への案内に自動表示。No14 にチェックの入

ったものは（免許状更新講習を兼ねることができる）が追記される。 

5 企画者 企画、講師との交渉を中心に講座の根幹を作る者の氏名 

6 担当者 
教育センター指導主事で、事務的な事柄を担当し企画者と共に講座にあたる者

の氏名 

7 会場 研修会場 

8 部屋 研修会場内の部屋 

9 今年度期日 企画段階では予定の期日を入力し、決定したら修正する。 
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10 前年度期日 参考として前年度の実施日 

11 開始時刻 開会の時刻 

12 終了時刻 終了時刻 

13 継続区分 前年度を踏まえての継続か新規構築か廃止かを示す。 

14 「免許更新兼」区分 講座が免許更新講習を兼ねているかどうかを示す。 

15 講座の目的 市が何のためにこの講座を設置したかを示す。 

16 講座の到達目標 

この講座で受講者が何を学び取らなければならないのかを明らかにし、受講者

がそれを学び取ることができたか自己評価する指標ともなるもの。 

 受講後のアンケートにも使用する。 

目的とあいまって、企画者の意図を明確にし、講師との交渉でもそれを伝え、

齟齬のないようにする。 

17 概要 目的、目標に達するための手段にあたるもの 

18 
教職員の力量 

 保育・教科等の専門性 
培われる（身につける）教職員の力量のうち 保育・教科等の専門性 

19 
教職員の力量 

 経営・管理力 
培われる（身につける）教職員の力量のうち 経営・管理力 

20 
教職員の力量 

 幼児・児童生徒理解力 
培われる（身につける）教職員の力量のうち 幼児児童生徒理解力 

21 
教職員の力量 

 見識・人間性 
培われる（身につける）教職員の力量のうち 見識・人間性 

22 

一覧表のための分類(受

講者案内用には「講座の

分類」） 

冊子（「研修講座案内」）に各講座を一覧表として載せるための分類。 

23 教科等 「一覧表のための分類」で「教科授業」を選択した場合だけ選択する「教科等」 

24 推奨する校種 主催者として受講を推奨したい、教職員の校種 

25 推奨する職種 主催者として受講を推奨したい、教職員の職種 

26 推奨する校務分掌 主催者として受講を推奨したい、教職員の校務分掌 

27 推奨するキャリアステージ 主催者として受講を推奨したい、教職員のキャリアステージ 

28 推奨する対象者特記 

校種、職種、校務分掌、キャリアステージという分類では示し切れない、受講

を推奨したい対象者像。これを書くことで、単純な分類には納まらない企画者

意図を伝える。 

 以下、講師の情報（略）  
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（2）研修講座企画シート 

データベース設計に続き、このデータベースの各項目の情報を 1 枚のシート感覚で記入でき

る「研修講座企画シート」を表計算ソフトで作成し、入力した情報をデータベースに取り込む

ことのできる自動システムを、表計算ソフトに付随する機能（マクロ）で作成した。 

すべての項目に入力することで、受講対象者をこれまで以上に意識したり、講師を招へいす

る場合にも狙いや到達目標をより明確に講師に示すなど、講座企画に必要な事項を余さず考慮

することができるよう、「研修講座企画シート」の入力の手引も整備した。 

 

（3）私の研修（資料参照） 

昨年度の研究で一旦完成し、今年度から実用している「私の研修（研修のあゆみ）」（教職

員自らが自分の研修の経過や計画を記入して管理するシート）だが、次項の講座検索システム

と連動して使用できるように、パソコン上で利用できるように改良し、これを使って自らの研

修計画を立てる道筋をつけられるようにした。 

 

（4）「講座情報シート」（受講者閲覧用）（資料参照） 

全ての講座情報がデータベースに蓄積できるようになり、このデータベース情報をもとに、

受講希望者に必要な情報が講座ごとに 1枚のシートで見られる様式を設計した。 

この情報シートは、講座の内容をより詳しく把握し、自分なりの目標や目的意識をもって研

修に臨めるよう、教職員用ポータルサイトに掲載した「私の研修ナビ」を使って自席で、受講

を検討する際に限らず、受講決定後等いつでも閲覧することができるようにした。 

 

（5）私の研修ナビ（講座検索システム）（資料参照） 

本市の教職員研修は、年間で約 130 講座あるが、その中から教職員が自分に必要な講座を探

し出すためには、検索の仕組みが有効でなる。そこで検索システムを構築した。 

本市では、平成 27 年度の研究において、本市の研修講座を「教職員の力量」と「キャリアス

テージ」という２つの軸によって整理・分類する体系図を整備し、これを昨年度及び本年度の

研究で継続的に整理し直して現在に至っている。（2）で説明した講座企画者が入力する企画入

力シートは、「教職員の力量」の４つの分野（データベースの 18 から 21）やキャリアステー

ジの３つの分野（同 27）のそれぞれどこに該当するか、また講座の性質や対象者の属性などに

チェックを入れるように設計しており受講者用の検索システムでは、これら講座の内容を表す

項目をほとんどすべて検索用のキーワードにあらかじめ設定するとともに、フリーワードでの

検索も可能にし、求める研修講座にたどりつきやすくした。 
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３．研修用ビデオ教材の作成 

長野市教育委員会は、長野市教育センター研究委員会（キャリア教育研究委員会、学力向上研究

委員会、学校体育・学校保健研究委員会、活用問題検討委員会）を設置し、教育の願いや課題を分

析し、学力向上や指導改善を図るための研究を進めた。そして、研究の進捗状況を広く周知し、成

果を浸透させるとともに、教師の自己研修の意欲を喚起するために、教育課程に関わる公開授業を

実施してきた。 

各委員会は、子どもたちの「知・徳・体」をバランスよく伸ばしていくという目標を具現するた

めに、新学習指導要領の実施を見据え、「主体的・対話的で深い学び」や「カリキュラム・マネジ

メント」等の視点を踏まえながら、学力向上や指導改善を図るための研究を推進してきた。また、

学力向上研究委員会では、国語、社会、算数数学、理科、英語外国語活動の各研究部会を設け、教

育課程、指導改善、授業改善等の実践研究を進めてきた。学力の向上を目指し、各種調査を活用し

て学力の状況を把握・分析し、新学習指導要領の方向を視野に入れた学力向上のための教材開発や指

導改善についての実践研究を進め、公開授業・研究会を実施し、研究のまとめとして、研究冊子『長

野市の教育』を長野市の公立小・中学校の全教職員に配布している。 

本年度の学力向上研究委員会は部会ごとに、小学校１回、中学校１回の合計 10 回の公開授業及び

研究会を実施した。公開授業及び研究会に参加した教職員は、教科等間、校種間のつながりを踏ま

えて単元を構成することの大切さを学ぶ機会となった。 

公開授業及び研究会への長野市教職員の参加人数は 171 人となり、参加率は、全教職員のおよそ

１割であった。この背景には、諸課題へのきめ細かな対応や子どもと向き合う時間を確保するため

等の理由で、公開授業及び研究会に参加する時間が十分に確保できないことが考えられた。 

そこで、長野市全教職員が、各校の状況や自らのキャリアステージに応じた研修・研究計画に沿 

って、力量向上を目指す校内研修や自己研修を行 

うことができるように、長野市教育センター研究 

委員会の公開授業をもとに研修用ビデオ教材を開 

発し、長野市ポータルサイトに掲載することを企 

画した。 

校内研修では、はじめに、研修用ビデオ教材と 

研究冊子『長野市の教育』を併用して、教科等間、 

校種間のつながりを踏まえて、単元の構想から授 

業を分析する。 

次に、授業ビデオを視聴し、主体的・対話的に 

学ぶ児童生徒の姿について同僚と意見交換をする。 

最後に、授業づくりにおける自分の「強み」と 

「弱み」について振り返る。 

この研修を通して、単元や題材など内容や時間 

のまとまりを見通し、「主体的・対話的で深い学 

び」の実現に向けた授業改善を図ることができる 

教員の育成が可能になる。 

④ 観点②，③について，小グループになり意見 

交換をしましょう。また，単元の構想を意識 

した授業改善について感じていることや心 

がけていることについて話し合いましょう。 

 

③ 本時案を読み，研修用ビデオ教材を視聴して

児童生徒の姿や教師の姿から気付いたこと

を書きましょう。 

② 単元展開を読み，単元の構想について工夫さ 

れていること・改善すること等，気付いたこ 

とを書きましょう。 

① 指導改善の重点・方向を確認しましょう。 

校内研修用シート 

研修用ビデオ教材 教科       学校 

⑤ 授業づくりにおける自分の「強み」と「弱み」 

を書き出し，研修を振り返りましょう。 
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［資料］ 

(１) 研修用ビデオ教材 小学校４学年 国語 単元名「ごんぎつね」 

 ※授業ビデオについては、別途お問い合わせください。 

 
本時案 
①本時の主眼 
第３場面で自分と同じ「ひとりぼっち」になった兵十に心を寄せ始めた「ごん」の行動につい

て考えてきた子どもたちが、第５場面の「ごん」の気持ちを考える場面で、心情曲線を使いな

がら学習グループや全体で叙述をもとにした考えを伝え合うことを通して、「引き合わないな

あ」と言いながら、それでも兵十のために何かをしようとする「ごん」の気持ちについて想像

を広げながら読むことができる。 
②本時の位置（全８時間扱い中第６時） 
  前時：叙述に即しながら、第３場面の「ごん」の行動や気持ちの移り変わりを考えた。 
  次時：叙述に即しながら、第６場面の「ごん」の行動や気持ちの移り変わりについて考える。 
③指導上の留意点 
  ・これまで学んできた「ごん」の気持ちの移り変わりの様子を掲示し、話し合いに生かせるよ 
うにする。 

  ・３～４人の小グループの話し合いでは、相手の考えを大事にできるよう聞き方について確認 
しておく。 

④評価規準 
「引き合わないなあ」と言いながら、それでも兵十のために何かをしようとする「ごん」の気

持ちについて想像を広げながら読んでいる。 
⑤展開 
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(２) 研修用ビデオ教材 中学校３学年 社会 単元名「国の政治の仕組み」 

本時案 
 ①主眼 
民主政治のあり方や国会の仕組みや仕事について学習した生徒たちが、衆議院と参議院の性質
や役割を表すキャッチコピーを考える場面で、それぞれが考えたキャッチコピーの根拠を説明し
合うことを通して、二院制の意義を考えることができる。 
 ②本時の位置(全 8時間中 第 3時) 
  前時：国会のはたらきを学び、学習内容をもとにしてキャッチコピーを考える。 
  次時：国会と連携している内閣の仕組みと議院内閣制について理解する。 
 ③指導上の留意点 
 各グループで考えたキャッチコピーをフラッシュカードに記入して掲示することで比較し
やすくする。 
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④展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 研修用ビデオ教材 小学校３学年 算数 単元名「重さ」 

本時案 

①主眼 

ものの重さを予想することは難しいと感じている子どもたちが、砂やペットボトルキャップ

などを使って１ｋｇの重さをつくる「重さビンゴ大会」の場面で、自分でつくった「重さアイ

テム」を使ったり、友だちと比べたりしながら１ｋｇをつくることを通して、１ｋｇの重さの

量感を養うことができる。 
②本時の位置 ９時間扱い中の第 6時 
前時：重さの単位にはｋｇもあることを知り、身の回りのいろいろなものの重さを測定した。 
   重さの予想するためのヒントの重さ（「重さアイテム」）を見つけた。 
次時：重さを予想して、使うはかりを決めてから測定する。 
③指導上の留意点 

・許容範囲を前後１００ｇとし、近づくまで何度も挑戦するようにする。 
・実際に触れて確かめることができるように１ｋｇの重さの砂や重さが分かっている既習のも

のを用意しておく。 
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④展開 
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(４) 研修用ビデオ教材 中学校２学年 理科 単元名「天気とその変化」 

本時案 
① 主眼 
洗濯物が乾く仕組みを学習した生徒が、Aと Bのどちらの部屋の方が、洗濯物が乾きやすいかを
明らかにする場面で、空気中に含むことができる水蒸気量に着目し、洗濯物の乾き方を比べる実験
を行い、飽和水蒸気量曲線や図を用いて、乾き方に違いが生じた理由を考えることを通して、どち
らの部屋が乾きやすいかを根拠をもって説明することができる。 
② 本時の位置（全６時間中の第６時） 
前時：洗濯物が乾く仕組みを学び、洗濯物から水蒸気が放出される様子をグラフや図を用いて表現 
する。 

③ 指導上の留意点 
・AB の部屋はそれぞれ小型のビニールハウスを用意して、A の部屋は気温と湿度が高く、B の部
屋は気温と湿度が低くなるように設定し、気温と湿度の両面を意識した学習ができるようにする。 
・洗濯物に見立てた水筆紙に含ませる水の量を同じにして、条件を統一して実験を行う。 
④展 開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 研修用ビデオ教材 小学校６学年 外国語活動 単元名「道案内をしよう」 

本時案 

 ①主眼 

  学校周辺にあるお店や建物を出し合う場面で、先生や友だちとのやりとりによって英語での言

い方を知ったり、キーワードゲームやミッシングゲーム、カード当てゲームで繰り返し声に出し

たりすることを通して、お店や建物の英語での表現に慣れ親しむ。 
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②展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６) 長野市ポータルサイト上の画面のイメージ 
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５．本研修プログラム開発の成果と今後の課題 

(1)成果 

・教職員のカリキュラム・マネジメント能力育成のための研修における受講者のアンケート調

査や講座担当者の分析から、研修を講師による講義と各学校の取り組み及び自らの研究や実

践の情報を交換したり、討議したりして、互いの教育実践の共有化を図る内容とすることで

、カリキュラム・マネジメント能力がこれからの教職員に必要な能力であることの理解を深

めることができた。 

・これまで、受講後アンケートで「満足度」を尋ねていたが、各講座の「到達目標」をあらか

じめ明示することにしたため、「到達目標に基づく達成度の自己評価」を尋ねることができ

、企画者は受講者による自己評価によって、より必要性に配慮した講座の構築が可能になる

。 

・講座構築と検索を連動させたシステムの開発によって、供給側（教育センター）の意図と需

要側（教職員）の必要性が有機的に結びつくようになる。受講者は企画者の意図をよりよく

理解したうえで自らのキャリアステージに即した講座を見つけ、計画的にキャリアアップを

図れるようになることが期待できる。 

・研修用ビデオ教材は、長野市ポータルサイトに掲載することで、長野市全教職員が、各校の

状況や自らのキャリアステージに応じた研修・研究計画に沿って、力量向上を目指すことが

可能となる。また、平成30年度より長野市立小・中学校で校内研修及び自主研修、教育セン

ターの指定研修等で使用することで、教科等間、校種間のつながりを考えた授業改善を図る

ことにも有効である。 

 

 (2)今後の課題 

・本年度は、７講座を教職員のカリキュラム・マネジメント能力育成のための研修として開設

した。受講者の年代別の合計人数は、20代が４人、30代が42人、40代が38人となった。また

、50代は78人であった。50代の教職員の受講者数は、管理職を除くと23人となり、20代の次

に受講人数が少なかった。20代～40代の教職員は、長野市教育センターの指定研修（初任者

研修、５年経験者研修、中堅教諭等資質向上研修、キャリアアップ研修）の中で、キャリア

ステージに応じた研修計画に沿ってカリキュラム・マネジメント能力を培うことが可能であ

る。今後、50代の教職員の割合が増加していく本市は、学校づくりの中心となる50代の教職

員に対してのカリキュラム・マネジメント能力の育成が課題である。そのため、平成30年度

より、40代後半から50代の指定研修を実施し、学校づくりに関わる研修「キャリアアップ研

修Ⅳ」を開設し、50代の教職員のカリキュラム・マネジメント能力の育成を目指す。 

・今回構築した講座構築システムは、平成30年度講座の構築においても使用したが、その講座

の目的や到達目標その他の属性を明確にするというこのシステムを使った講座構築が教職員

の講座選びのキーポイントになっているということ、またそれが受講者の自己評価としてフ

ィードバックされ、さらに次年度の講座構築の基礎となっていくことなどの意義の共有が不

十分であったため、これを徹底していくことが必要である。 
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・研修用ビデオ教材を校内研修や自主研修で活用していくために、教職員に広く周知していく

こことが大切である。また、研修用ビデオ教材を活用した校内研修や自主研修が教職員にと

ってどのような成果を得ることができたかを検証していくことが必要である。 

・平成２９年４月に新たに策定された第二次長野市教育振興基本計画に沿って、小・中・高の

相互のカリキュラムを関連付けながら、各学校、各学年におけるカリキュラムをより充実し、

改善するための研修プログラム開発については、来年度以降もさらに継続して研究していく

必要がある。特に、本年度開校した市立長野中学校（市立長野高等学校と併設型の中・高一

貫教育校）を基幹校として、市内共通の中・高を一貫するカリキュラム開発を進めていく。

カリキュラムの整備に併せて、各学校では、地域性を基盤においた学校目標やグランドデザ

インも吟 味・改善して、教育実践の充実を図り、長野市教育振興基本計画の具現を図り、さ

らには、長野市の目指す人間像「グローバルな視野を持ちながら、ローカルにたくましく生

きる自立した１８歳」の育成を目指していく。 

 

Ⅲ 連携による研修についての考察 

長野市教育委員会は、研修プログラムの開発に当たって、平成１８年度から信州大学を主とす 

る連携機関としてほぼ毎年様々な事業を共同で実施してきた。その成果は、長野市教育委員会事

務局の取り組みに活かされており、長野市教育センターが実施している指定研修や教職員研修講

座の内容や教育研究に反映されてきた。 

具体的には、「教師としてのキャリアデザイン設計を意識した課題探究型初任者研修プログラ

ム」（平成 24 年）、「学力向上・生徒指導の充実を支える教員のキャリア成長に合わせた教

員研修プログラム」(平成 25 年度)、「教育センター集合研修と教員免許状更新講習との協調に

よるミドルリーダー育成研修プログラムの開発」(平成 26-27 年度)に取り組んできた。 

これらを踏まえ本誌の教職員研修は、５年経験者研修や１０年経験者研修、キャリアアップ研

修等による節目での研修という捉え方から、初任から定年まで一貫性のある自己研修一つ一つの

積み重ねという捉え方に大きく舵を切り、平成 28 年度には、教育センターの研修を教員一人一人

のキャリアステージに応じた研修という視点で、研修体系を作成し、これまでに実施されてきた

研修講座をこの体系に沿って見直してきた。また、「私の研修」(研修履歴)の活用についても検

討を進めてきた。 

本研修プログラム開発に当たっては、長野市教育委員会指導主事等が主となって実施してきた

が、連携相手である信州大学教授等との毎月１回の共同研究会や随時の相談を実施し、研究及び

作成作業等について情報を共有し、教員研修の改善や充実を図ることで、確かな理論と具体的な

実践のある研修プログラムが開発できると考えている。 
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Ⅳ その他                                     

  [キーワード]  カリキュラム・マネジメント 力量向上 講座検索システム 私の研修 

                 研修履歴 研修用ビデオ教材 校内研修 自主研修 

 [人数規模] D 

 

 [研修日数(回数)] C 

 

【問い合わせ先】 

   長野市教育員会（長野市教育センター）〒380-0905 長野県長野市大字鶴賀 550 番地 2 

TEL     026-223-7486 ／ 026-264-7570 

E - m a i l    E A   syotyouhosa@nagano-ngn.ed.jp   
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